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EPA 制度の現状と問題点

*看護師国家試験合格率の低迷

*不合格にて母国へ帰国した候補生らのサポートの欠如
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RE-CHALLENG PROGRAM サポート

集中講義サポート

看護学・日本語教育
の専門家が現地で
教育！ 諸手続きサポート

受験や就労に関する来日
VISA取得のサポート！

就業サポート

福岡県内の医療機
関への就労をサ
ポート！



＜看護職資格取得のための支援＞
＊インドネシア・フィリピン現地での集中講義
＊看護師国家試験受験
＊准看護師試験受験

＜准看護師での就労と国家試験受験支援＞
＊准看護師として就労しながら、北九州・久留米・大牟
田医師会の看護師国家試験対策を受講
＊医療VISA（准看護師）取得にて4年間滞在可能
＊看護師国家試験に再チャレンジ

＜看護師での就労と継続支援＞
＊看護師として就労し、臨床医療を習得
＊医療VISA（看護師）取得にて長期滞在可能
＊キャリアデザインの拡大

Step2
准看護師合格

Step3
看護師合格

Step1
準備期間

両国への医療貢献・国際交流

プログラム ステップ



プログラム実績と展開

2013
Pre-Program

2014
Re-challenge
Program

2015
Re-challenge
Program

2016
Re-challenge
Program

2017
Re-challenge
Program

合計

プログラム
主催

MedPA MedPA
小倉医師会

MedPA
小倉医師会

MedPA
福岡県医師会

MedPA
福岡県医師会

インドネシア
候補生

6 11 8 8 6 39

インドネシア
合格者

2
(33%)

9
(81.8%)

4
(50%)

5
（62％）

4
（66.6％）

24

フィリピン
候補生

3 3

フィリピン
合格者

3
（100％）

3

合格内訳 各合格者は全て福岡県内の医療機関にて就労、活躍しています。



合格者内訳（准看護師・看護師）

年度 福岡県准看護師試験 看護師国家試験

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

２０１３
６名

（現地生6名）
２名 ３３．３

６名
（現地生6名）

０名 ０．０

２０１４
１１名

（現地生11名）
９名 ８１．８

１３名
（現地生9名+在日生2名）

２名 １５．３

２０１５
７名

（現地生7名）
３名 ４２．８

１７名
（現地生8名+在日生9名）

０名 ０．０

２０１６
７名

（現地生7名）
５名 ７１．４

１８名
（現地生8名+在日生10名）

２名 １１．１

２０１７
５名

（現地生5名）
４名 ８０．０

１８名
（現地生9名+在日生7名）

７名 ３８．８



スケジュール

2018
• 6月：プログラム公募開始

• 8月12日 ：選抜試験＠インドネシア（筆記・面談試験）

• 8月14日 :選抜試験＠フィリピン（筆記・面談試験)

• 8月～2月：国内候補生（准看護師）国家試験対策＠福岡

• 12月～2月上旬：現地集中講義＠インドネシア・フィリピン

2019
• 2月：直前国内集中講義＠福岡

• 2月15日（予定）：福岡県准看護師試験

• 2月17日（予定）：第108回看護師国家試験


